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研究要旨 
 慢性痛患者を対象に、器質的要因に加えて痛み以外の心理社会的要因を、痛みセンター共通
問診票を用いて分析することにより慢性痛に対する新しい治療システムを構築することを目的
とする。評価と治療は、痛みの診療に関わっている多職種の医療者で構成された慢性痛集学的
治療チームで、定期的に総合カンファレンスを開催しながら、現状の評価と治療の方針を決定
した。慢性痛に対するチーム医療で痛みの診療にあたることで、それぞれの医療者の情報の共
有と設定した目標に向けた治療が遂行でき、問診票による治療前後の評価で、個々の症例で治
療効果に差はあるものの、活動性や生活の質の改善を得られ満足度も高かった。さらに、運動
器の疼痛性疾患においては、各担当分野で疼痛に関する基礎的・臨床的研究を実施し、それぞ
れで研究成果が得られ始めている。

 
Ａ．研究目的 
本研究の目的は、慢性痛患者を対象とし、
器質的要因や、心理的・社会的要因を評価し
た上で多面的な集学的治療を行うことであ
り、その有用性を昨年度に引き続き確認し
た。 
 
Ｂ．研究方法 
対象患者は、県内の連携病院や院内の各診
療科から紹介された治療抵抗性の慢性痛を有
する患者とした。問診票は、痛みの強度の評
価として、簡易疼痛調査用紙(brief pain 
inventory :BPI)、痛みと活動性に関する評
価として、疼痛生活障害評価尺度(Pain 
Disability Assessment Scale: PDAS)、心理
的ストレス評価尺度(Hospital Anxiety and 
Depression Scale: HADS日本語版)、痛みの
影響に関する評価として、痛み破局化尺度
(Pain Catastrophizing Scale: PCS日本語
版)と痛み自己効力質問表（Pain Self-
Efficacy Questionnaire: PSEQ）、健康関連
QOLの指標(EuroQol-5D: EQ-5D日本語版)、
不眠評価として、アテネ不眠尺度、家族に及 

 
ぼす影響として、Zarit介護負担尺度、運動
機能評価としてロコモ25などを用いて、
iPadによる電子媒体により、初診時、およ
び、3か月後、6か月後、12か月後に評価し
た。定期的に開催されるカンファレンスで治
療方針の決定や修正、共有化と方向性の確認
を行いながら、設定された目標に向けて、整
形外科、麻酔科、精神科、内科、薬剤師、看
護師、理学療法士などで構成される集学的チ
ームによって治療介入を行った。 
（倫理面への配慮） 
本研究課題は高知大学倫理委員会の承認を
得て実施した。 
 
Ｃ．研究結果 
3年前から治療介入を行った患者は66例
であり、初診後6か月までの評価を行えた患
者は31例であった。統計学的検討では、疼
痛スコアは改善傾向にあり、PDAS、HADS、
PSEQで有意な改善を認めた。これらや活動
性の評価での改善が顕著な症例においては、
疼痛スコアも改善している傾向があった。こ
のような症例においては治療後の満足度も高
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かった。各種スコアが改善した症例は、紹介
元へ逆紹介、および情報提供して、引き続き
治療を継続してもらうことで、症状の改善は
維持する傾向にあった。一部にスコアが悪化
する症例もあり、このような症例において、
その原因の評価や患者の特徴の評価、その際
の治療介入などについては今後の課題と思わ
れた。 
 
Ｄ．考察 
今回解析できた症例は少数であったが、痛
みの改善傾向以外に、活動性や心理社会性に
おいて有意な改善を認めた。これは、紹介患
者の多くが、痛みの多面的評価に加え、治療
の目標を設定した上で情報共有した多職種に
よるチーム介入を行えたことにより、疼痛治
療としての薬や注射だけでなく、疼痛に関わ
る諸問題への介入による効果と考えられた。
このような治療効果の維持には、多職種での
定期的な総合カンファレンスにより、治療介
入の効果の検証と共有が重要であり、その後
の経過観察を依頼する病院への情報共有を検
討していく必要があると思われた。その際
に、iPadの電子デバイスを用いた評価デー
タを共通利用できれは、病院間の情報共有が
確実にスムーズになってくると考えられた。
さらに、疼痛や疼痛に関連する諸症状が悪化
する例も存在するために、紹介後も定期的な
カンファレンスにより、諸問題の再評価や解
決に向けた目標の再設定を実施できるような
取り組みは今後の課題と思われた。 
今後、集学的チーム医療を実践できる慢性痛
診療の拠点病院を中心とした医療連携を構築
する上で、地域の最終紹介先となる拠点病院
においては、各担当分野での新たな評価や治
療介入が必要になってくるため、当施設でも
運動器の疼痛性疾患を中心に、研究発表の項
に列挙した研究に取り組んできた。今後、こ
れらをさらに発展させ、慢性疼痛診療への実
用を確立していくことを目指している。 
 
Ｅ．結論 
治療抵抗性の慢性痛患者への集学的チーム
診療によって、活動性や心理社会的側面の改

善に関する有用性を昨年度に引き続き確認で
きた。今後は、各分野で取り組んできた研究
成果を生かして集学的チーム医療の質を高め
ながら、紹介元の医療機関との連携を深めて
治療効果の維持を目指していくことが重要で
ある。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載。 
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